













































































































































































































































































































































































保育学 理論  2 理論 口授  2
応用  2 応用 口授  2
実習 10 実習 10
唱歌  4  4










11週（55日） 時数 15週（75日） 時数 10週（50日） 時数
聖書 
（イエス伝）
 55 聖書 
（イエス伝）
 75 聖書（書翰）  50
恩物  55 恩物  75 恩物  50
母の遊戯  55 開発的生活  75 幼稚園原理  50
フレーベル伝  31 談話  75 色の原理  50
児童性質研究  24 児童性質研究  35 遊戯  50
唱歌  55 唱歌  75 唱歌  50
器楽 
（オルガン）
 11 器楽 
（オルガン）
 15 器楽 
（オルガン）
 10
オルガン練習  55 オルガン練習  75 オルガン練習  50
図画  22 図画  30 図画  20
生花  11 生花  15 生花  10
朝の礼拝  55 朝の礼拝  75 朝の礼拝  50
合計 429 合計 620 合計 440
第　2　学　年
1学期 2学期 3学期
11週（55日） 時数 15週（75日） 時数 10週（50日） 時数
聖書（旧約書  55 聖書（旧約書  75 聖書（旧約書  50
人間の教育  55 教育史  75 子供の問題  20
自然物研究  55 クリスマス贈
物ニ関スル手
工
 75 西洋美術  12
心理学  55 心理学  75 心理学   9
唱歌  55 唱歌  75 唱歌  50
器楽 
（オルガン）
 11 器楽 
（オルガン）
 15 器楽 
（オルガン）
 10
オルガン練習  55 オルガン練習  75 オルガン練習  50
図画  22 図画  30 図画  20
生花  11 生花  15 生花  10












合計 484 合計 660 合計 331
（22） 松本晴子
ていた保育者養成校は、日本には存在しなかった
のではないだろうか。吉野氏が、としはピアノが
上手であったと力説していたことは、この頌栄で
の学びの力が大きかったことによると考える。カ
リキュラムに明記され、かつハウのように音感に
優れた熱心な教師が身近にいたことによって、学
生は音楽の技能、表現力を確実に身につけること
ができたといえる。
　第3に表2の1925（大正14）年のカリキュラム
には「恩物」「母の遊戯」「フレーベル伝」「人間
の教育」の科目が設定されており、フレーベルの
二大著書といわれる『人之教育』と『母の遊戯及
育児歌を教科書として用い、フレーベルの精神か
ら学ぶことを大切にしていたことがわかる。
　第4に心理学として表1には普通心理学、嬰児
心理学、表2には児童の性質研究が設定され、幼
児の心身の発達を丁寧に学んでいたであろうこと
がわかる。さらに表2には、子供の問題という科
目名があり、社会的視点からの学びも行っていた
ようである。
　第5に表1では保育学の中に実習が見られ、
表2では保育法実地練習という科目が設定されて
いる。これはいわゆる幼稚園における実習科目で
あり、実習による学びが大切に位置づけられてい
たことがわかる。
　他にも表1では理科、表2では自然物研究が設
定され、表2では図画、西洋美術の科目も設定さ
れている。さらに表2では、生花という科目が設
けられていることなどから、ハウを中心として頌
栄の教師たちは、学生のニーズに応える科目、あ
るいは、保育者であると同時に女性として必要な
力を備えることを考え抜き、カリキュラムを構築
していったのであろうことが推測できる内容と
なっている。
　頌栄が、明治中期から大正時代にこのような充
実したカリキュラムを構想し、保育者養成に向き
合っていた背景には、日本の幼児教育界、保育界
に貢献する確実に力を備えた女性を数多く育てた
いというハウを中心とする教師たちの強い意図と
願いがあったことが読みとれる。その結果、本稿
で着目しているとしをはじめ、幼児教育の職に就
いて活躍する人材を輩出していくことになったと
いえるのではないだろうか。
　このカリキュラムで学んだ学生たちは、確実に
保育者として生き抜くための多様な知識と技能を
身に付け幼児教育界、保育界のリーダーとなる資
質を備えていったと考える。
　なお、としが宮城女学校の5年間で学んだカリ
キュラム24）を見てみると、国語漢文、英語、歴
史地理など一般科目の他に裁縫、家事などの科目
が設置されている。音楽は毎週時数2時間で、国
語漢文と英語が6時間、裁縫が4時間であったこ
とからすると、音楽を特に多く学んだとは考えに
くい。ただし、「音楽においては課外に学習する
ピアノ又はオルガン弾奏の成績を一級より五級ま
でとし高等女学科卒業の際修了証書を授与す」と
欄外に記してあることから、課外に学習した学生
がいたことは確かと思われる。としが課外に学習
したかどうかは確認できなかったが、さらに手掛
かりを探り明らかにしていきたい。
6．としの頌栄での学び
　頌栄で学ぶ学生のほとんどは、寄宿舎生活を
送っていたようである。これは「通学可能な学生
は通学願いを出して許可を受けた」25）という記述
から読み取れる。としはどのような寄宿舎生活を
過ごしただろうか。この寄宿舎生活は、人格的に
成長する機会を設けようという教育理念の基に実
践されていた。
　寄宿舎生活は大変厳しく授業が朝7時に始まる
ので5時半に起床、掃除をして朝食後に登校して
いた。寄宿舎は学生の増加で3か所に分かれてい
た 26）が、食堂は最初に建てられた寄宿舎の1つ
だけであった。
　午後4時に授業が終了すると、寄宿生は心身の
鍛錬のため諏訪山に上り、帰宅し5時に夕食で
あった。6時半からおよそ15分ほどの礼拝があり、
7時から9時近くまでが自習時間で、9時消灯で
あった。土曜日は外出や帰宅を許されたが、行き
先や時間の届けは必須であった。日曜日は安息日
（23）教育者増子としの人格形成過程
で、日曜学校でハウの聖書講義を聞いてから朝と
夜は神戸基督教会に出席の義務があった。寄宿舎
に帰ってからは面会も外出も禁じられ、寄宿生は
本を読んだりして過ごしていた。
　制約があり窮屈そうに感じられるが、学生はお
おらかに寄宿舎生活を謳歌していた。たとえば、
土曜日は学校が休みなので金曜日の夜は一週間の
経験や考えを語り合ったり、コーラスをしたり、
バザーのための作品作りをしたり楽しいひと時を
過ごすこともあった。また食欲旺盛な学生は夜に
なるとおなかがすき、夜なきそば屋がくると抜け
出して食べにいったりなどしていた。
　多感な20歳前後の女学生たちは、楽しく充実
した寮生活をとおして自立した女性に成長して
いったといえる。
7．おわりに
　本稿は、増子とし研究の一環として、宮城女学
校卒業後の頌栄でのとしの学びに注目し、検証を
行ったものである。これは、「としが幾度となく
頌栄での学び、特にハウからの影響が大きかった
ことを語っていた」という吉野氏の証言に基づい
ている。このことから、頌栄について理解し確認
することは、教育者となっていく形成過程として
のとしの全体像および音楽教育観の考察を進める
うえで避けて通れないと判断した。
　その結果、頌栄の教育は、指導者にハウを迎え
たことによってキリスト教主義を根本にすえた教
育、フレーベルの理念、精神の基本をとらえた教
育、音楽技能に高い力量を備えた保育者養成とい
う明確な目的を持った指導を行っていたことが確
認された。としは、この頌栄での濃密な2年間の
学びを得て、自立したキリスト教保育者として社
会に貢献していくスタートを切ることになる。　　　
　としにとって頌栄での2年間の学びが、その後
の幼児教育者、幼児音楽教育者としての道を拓い
ていく骨格となったのは明らかである。
　今後は本稿の結果をふまえ、頌栄卒業後のとし
の残した業績を整理し、本稿では迫り切れなかっ
た箇所を補足しながら、増子としの教育観を明ら
かにしていきたい。
注
1） 吉野トキ子氏は、秋田県の生まれである。吉野氏がと
しと出会ったいきさつは以下のようである。としは秋
田県で講演を行った際、秋田県の教育長と面識を得
た。当時寺の住職を兼ねていた教育長は、としの講演
について講話のなかで語り、それを聞いた檀家の吉野
氏の母が、娘が幼児教育に関心をもっていることを住
職に伝えた。吉野氏は教育長の取り持つ縁で、としの
家から千葉の聖徳短大に通学することになった。その
後、吉野氏はとしと鐵哉氏に増子家の養女になってほ
しいと懇願され養女になった。（1998年度『宮城学院
の文人展』の冊子には吉野氏は本学の同窓生と記載さ
れているが、吉野氏への聞き取り調査によって正確な
経過を確認できた。）
2） 高野の研究には、高野勝夫『エ・エル・ハウ女史と頌
栄の歩み』頌栄短期大学、1973の著書の他、高野勝
夫「A・L・ハウ女史の保育者養成の構想について」
『日本保育学会大会研究発表論文抄録』26、1973、
pp.111-112、高野勝夫他「エ・エル・ハウ女史の日本
保育史への貢献－幼児音楽開拓者として－」『日本保
育学会大会研究論文集』28、1975、pp.103-104などが
ある。
3） 高道基編著『幼児教育の系譜と頌栄』頌栄保育学院、
1996
4） 『頌栄保育学院85周年記念誌』頌栄保育学院1974
5） ファウスト（アレン・クライン・ファウスト）は、
1913（大正2）年に宮城女学校第6代校長に就任し、
1930（昭和5）年まで17年間奉職している。この長期
の在職は男性の歴代校長では初めてで、宮城女学校の
発展に寄与した重要な人物の一人である。ファウスト
は、アメリカ合衆国ペンシルヴェニア州の出身で、
1900（明治33）年に東北学院の宣教師として来日し
たが、流暢な日本語から教授となり教会史や教育史、
教育学、社会学の他、ギリシャ語とラテン語などの教
鞭をとり東北学院にも貢献した。仙台の孤児院や盲学
校などの経営を助け、結核予防など社会福祉事業の草
分けとして活躍し政府から表彰されている（早坂禧吾
『天にみ栄え』宮城学院、1987、pp.477-539.宮城学院
（24） 松本晴子
資料室『宮城学院資料室年報』、2003、p.61）
6） 土井晩翠は、仙台市生まれの英文学者、詩人。1915
（大正4）年から1924（大正13）年12月まで宮城女学
校英文専攻科で教鞭をとった。『天地有情』『晩鐘』な
ど多くの詩集を発表している。学校校歌の作詞も数多
く「宮城女学校」校歌の歌詞もその一つである。中学
校音楽科歌唱共通教材曲「荒城の月」の作詞者である。
7） 畠山千代子は1902（明治35）年登米郡中田町の生ま
れで8歳の時に転倒し右腕を骨折した。治療が遅れ切
断し義手となる。他の高等女学校では入学を断られ宮
城女学校でも幾人かの教師が難色を示すが、ファウス
ト校長は入学を許可する。英語力に優れ「リア王」の
主役を演じ快活な女性であった。宮城学院資料室「大
正期の宮城女学校と畠山千代子」『宮城学院資料室年
報』2003、pp.59-66
8） 「橄欖」の前身は「校報」で、宮城女学校職員、同窓
会委員、学生及び校友の間の交流を深めるねらいで発
刊された。「橄欖」の創刊号には英語教師であった土
井晩翠が巻頭に詩を寄せている。「文芸会」は「文学
会」を前身とし、文芸関係や運動部、研究発表など学
生の活動状況が掲載された。たとえば、1921（大正
10）年発行の「校報」第一号には英詩暗誦や文章朗
読などの他に、土井照子、信子姉妹によるピアノ連弾
が記されている（『天にみ栄え』p.522）
9） 本研究を進めるにあたって、吉野氏が増子としの本籍
を確認くださり、四男五女であったことがわかった。
（1998年度の「宮城学院の文人展」の冊子には四男四
女と記載されている。）
10） 綜合女性史研究会『史料にみる日本女性のあゆみ』
2000、吉川弘文館　pp.156-164
11） 頌栄は現在も、頌栄短期大学として保育者養成に尽
力している大学である。としは推薦されて頌栄に入
学したことを吉野氏に話していたことが聞き取り調
査からわかった。また頌栄保育学院85周年記念誌48
ページには「私たち17回生のクラスは9名でしたが、
宣教師の方や教師の推薦で入学したものばかりでし
た」という記述があることから、としが推薦で入学
したことは確かなのではないかと考える。
12） 水野浩志「ハウ」『幼児保育小事典』日本図書セン
ター、2014、p.182
13） 生前としは、ハウから大きな影響を受けたという話
をよくしていたことが吉野氏への聞き取り調査から
わかった。
14） 2）の著書と同書　p.6
15） 3）　と同書　p.50　
16） 4）　と同書　pp.11-23
17） 4）　と同書　p.37, p.41に記録されているが、その他
の論考としては、清水陽子「キリスト教主義幼稚園
普及における J.K.Uの役割について」『日本保育学会
大会研究論文集』41、1988、pp.664-665、永井優美
「日本幼稚園連盟（JKU）における保育者養成論：保
育者の資質能力への共通理解の形成」『教育学研究年
報』東京学芸大学教育学講座学校教育学分野・生涯
教育学分野編33、2014、pp.107-122　などがある。
18） 4）と同書　p.68
19） 2）の著書と同書　pp.42-43
20） 3）と同書　p.59
21） 2）の著書と同書　p.187　及び　3）と同書.133
22） 2）の著書と同書　p.44、及び　4）と同書　pp.59-60
23） 2）の著書と同書　pp219-220
24） 早坂禧吾『天にみ栄え』宮城学院、1987には明治期
のカリキュラムは記されているが大正期は記されて
いない。大正9年1月に学則変更を届けた文書が宮
城県公文書館に保管されていたことからそれを資料
とした。
25） 3）と同書　p.132
26） 2）と同書　pp.186-187、及び3）と同書p.131による
と第一寄宿舎は山本通5丁目9番地、その裏手に第
二寄宿舎、隣接地に第三寄宿舎、それでも収容しき
れない時は、ハウの居住する山手二十二番館があて
られた。
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